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一

上
代
蒙
古
に
於
け
る
車
輸
交
通

斥;

文

乾
燥
し
切
っ
た
細
い
砂
粧
の
み
か
ら
成
り
立
っ
た
完
全
な
沙
漠
で
は
‘

事
鯛
は
最
早
ぞ
の
用
を
な
さ
な
い
。
そ
こ
で
は
僅
に
路
舵
の
背

l
l
近

隣
距
な
ら
ば
馬
・
臨
の
背
ー
ー
が
ぷ
目
も
今
も
唯
一
の
注
総
機
関
と
な
る
。

然
し
談
古
で
は
、
そ
の
周
漫
は
主
に
車
の
自
由
に
遇
ひ
得
る
草
原
地

帯
で
あ
る
し
、
ゴ
ピ
地
方
で
さ
へ
、
航
ね
赤
い
砂
利
や
石
英
・
玉
髄
等
の

破
片
の
砂
際
貿
な
の
で
‘
事
闘
の
進
行
を
妨
げ
な
い
。
所
謂
キ
ヤ
ブ
タ
・

ト
ラ
ク
ト
の
や
う
に
、
キ
ヤ
フ
タ
か
ら
ウ
ラ
ン
パ
ト
l

ル
(
庫
倫
)
を

経
て
北
京
に
歪
る
ま
で

一
気
に
自
動
車
を
飛
ば
し
得
る
や
う
な
路
線
が

幾
つ
も
あ
る
o
従
っ
て
こ
の
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
馬
背
や
政
相
批
の
背

の
外
に
、
事
輔
が
重
要
な
淫
搬
用
具
と
し
て
門
知
伝
達
し
て
来
た
の
で
ら
る
。

現
在
こ
A

で
は
‘
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
と
同
様
四
輪
の
荷
車
ゃ
‘

自
盆
三
五

O
l五
O
O封
度
に
針
し
七

O
O乃
至
一

0
0
0封
皮
の
積

載
量
を
も
っ
二
輪
馬
車
「
ア
ル
パ
」
が
、
放
行
用
荷
積
別
と
し
て
の
車

と
し
て
盛
に
用
ひ
ら
れ
る
こ
と
や
、
自
動
車
ト
ラ
ッ
ク
が
盛
に
往
返
し

て
ゐ
る
|
路
批
の
陵
商
が
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
も
一
安
し
た
行
穫
を

僅
か
に
二
、
三
日
で
疾
駆
し
て
ゐ
る

l

こ
と
や
、
ま
た
古
く
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ン
議
古
の
時
代
に
、
欧
羅
巴
に
侵
入
し
た
蒙
古
軍
が
大
小
燦
々

内

吟

風

田

の
牛
馬
路
此
寧
を
ば
鞘
震
や
兵
舎
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
等
々
に
つ
い

て
は
、
既
に
一
般
周
知
の
こ
と
の
や
う
で
あ
る
。
然
し
こ
の
人
類
の
護

明
中
、
最
大
の
も
の
L

一
つ
で
あ
る
車
の
使
刷
用
が
、
家
古
で
は
果
し
て

何
時
の
一
唄
に
ま
で
湖
っ
て
認
め
ら
れ
る
か
と
い
ふ
如
き
問
題
に
つ
い
て

は
、
従
来
特
に
取
り
立
て
L

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
が
無
い
ゃ
う
で
あ

る
か
ら
、
以
下
若
干
卑
見
を
述
べ
て
見
ょ
う
と
思
ふ
。
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有
名
な
間
代
の
鼎
「
小
荒
鼎
」
の
銘
文
中
の

王
口
走
以
口
口
伐
鬼
方
、
口
口
口
口
口
口
〔
執
骨
己
二
人
、
盤

減
口
口
口
口
融
、
停
人
高
三
千
八
十
一
人
、
倖
〔
馬
〕
口
口
匹
、

停
車
十
輔
、
停
午
三
百
五
十
五
牛
、

学
札川八
学
。
孟
口
口
口

口
口
口
口
口
口
我
征
執
骨
一

人
獲
猷
百
品
川
七
誠
、
〔
伴
人
〕
口

口
口
口
〔
人
〕
、
停
〔
馬
レ
百
三
匹
、
停
車
百
楠

と
解
読
さ
れ
る
部
分
に
劃
し
て
、
従
来
古
代
史
家
や
金
文
撃
者

等
は
聞
の
成
王
若
し
く
は
康
玉
の
時
代
に
、
嘗
時
内
蒙
古
よ
り
、



或
は
西
蒙
古
と
も
云
ふ
べ
き
甘
粛
方
面
よ
り
、
今
の
映
西
省
中

部
に
侵
入
居
住
し
て
居
た
と
思
は
れ
る
鬼
方
〈
鬼
戎
)
ゑ
る
民
族

を
周
箪
が
討
破
し
、
一
そ
の
骨
牒
を
捕
献
し
1

多
数
の
制
謁
を
函

獲
し
た
事
件
を
記
録
し
た
も
の
と
考
置
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
周
の
穆
王
の
内
蒙
古
及
び
甘
粛
地
方
遠
征
を
記
録
せ
る

も
の
と
停
へ
ら
れ
る
「
穆
天
子
侮
」
の
中
に
は
、
麗
主
蒙
古
居

住
の
種
族
が
、
「
胸
」
即
ち
馬
車
牽
引
用
に
調
敬
さ
れ
た
四
頭
一

組
の
馬
を
、
周
箪
に
滴
ら
し
て
周
の
物
貨
と
交
換
し
た
と
と
が

記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。

小
貫
鼎
の
事
件
は
、
蒙
古
木
地
で
の
出
来
事
で
は
な
い
が
、

鬼
方
族
が
蒙
古
甘
踊
方
面
に
本
懐
を
も
っ
た
民
族
で
る
っ
た
と

と
は
略
主
疑
な
い
蕗
で
あ
る
。
ま
た
「
穆
天
子
停
」
に
つ
い
て

も
穆
玉
遠
征
が
史
資
た
り
や
否
や
は
猶
考
慮
の
飴
地
あ
る
も
、

共
記
事
は
、
本
傍
が
裏
王
陵
に
議
さ
れ
た
る
鞍
園
時
代
、
す
な

は
ち
西
暦
前
四
・
五
世
紀
頃
迄
の
蒙
古
の
事
象
を
根
擦
と
し
て

周
・
貌
の
史
官
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
こ
文

献
の
み
を
以
て
、
直
ち
に
周
代
初
期
、
西
暦
前
十
世
紀
の
頃
に
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既
に
蒙
古
で
は
車
が
盛
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
明
設
と
は
断
言
し

難
い
ま
で
も
、
と
れ
ら
は
爾
飴
の
事
情
を
も
綜
合
し
て
考
へ
る

限
り
、
少
く
と
も
周
末
の
西
暦
前
四
・
五
世
紀
頃
ま
で
に
於
い

て
、
既
に
古
家
古
に
は
相
営
の
寧
輔
の
使
用
が
あ
っ
た
と
と
を
物

語
る
文
献
と
見
・
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

骨
太
平
御
館
所
引
「
司
馬
法
」
の
侠
文
『
司
馬
法
日
、
夏
日
予
車
、

股
日
胡
奴
革
、
周
回
麟
車
』
‘
吋
一周
鵡
」
郷
注
ぷ
引
か
れ
し
向
侠
文

『
司
馬
法
日
、
夏
后
氏
詞
緩
日
余
車
。
段
目
胡
奴
車
、
周
回
輸
経
』

ま
に
漢
の
劉
烈
「
緑
名
」
の
『
胡
革
、

車
胡
以
罪
浸
入
銭
'vu
奴
者
引

之
、
殿
所
制
也
』

の
胡
奴
寧
或
は
胡
寧
は
、
恐
ら
〈
蒙
古
方
面
の
車

を
拠
品
叫
し
に
る
も
の
な
る
べ
く
、
車
胡
?
と
は
寧
の
製
作
或
は
操
縦
に

特
に
熟
達
し
居
に
る
仁
め
左
様
の
紛
呼
を
符
仁
る
蒙
古
の
或
る
一
種

族
の
名
で
あ
ら
う
o
殿
制
云
々
は
勿
論
疑
は
し
き
も
、
然
し
「
司
馬

法
」
の
鍾
め
ら
れ
に
戦
闘
時
代
以
前
に
、
か
〉
る
京
や
種
族
が
あ
一
つ

に
こ
と
は
、
先
づ
否
め
な
い
庭
で
あ
ら
う
。
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2 

蒙
古
に
於
け
る
事
輔
交
通
が
、
文
献
の
上
に
、
明
瞭
に
認
め

ら
れ
る
に
至
る
の
は
、
西
暦
前
第
三
世
紀
の
末
期
、
す
た
は
ち

ー旬
奴
民
族
の
勃
興
の
頃
か
ら
の
と
と
で
あ
る
。

太
平
御
賢
に
引
用
さ
れ
た
「
異
物
士
山
」
の
遺
文
を
見
る
と

月
氏
俗
、
乗
四
輪
車
、
或
四
牛
、
或
八
牛
、
可
溶
二
十
人

と
あ
っ
て
、
旬
奴
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
征
服
す
る
以
前
、
そ

の
東
部
、
す
な
は
ち
A
7
の
敦
慢
附
近
よ
り
天
山
東
部
に
至
る
一

帯
の
大
地
域
に
繁
柴
し
て
ゐ
た
「
月
氏
」
民
族
は
既
に
四
牛
或
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は
八
牛
に
筆
か
し
め
る
二
十
人
乗
の
大
牛
車
を
使
用
し
て
ゐ
た

の
で
あ
る
が
、
月
氏
民
族
や
外
山承
諾
践
を
亡
ぼ
し
て
、
内
外
蒙

古
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
版
固
と
し
た
「
旬
奴
」
民
族
も
亦
、
彼

等
の
寧
の
一
一
躍
に
、
と

の
月
氏
の
車
と
同
様
な
も
の
を
有
し
て

ゐ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

そ
れ
は
「
輔
盟
」
と
し
て
記
鈍
さ
れ
て
ゐ
る
車
で
あ
っ
て
、

慌
の
楊
雄
の
長
楊
賦
(
文
泣

漢
書
州
側
雄
僻
所
引
)
に
、
匹
、
軍

が
外
蒙
に
旬
以
の
軍
を
破
っ
た
と
と
を
歌
っ
て

時
輔
輔
、
破
湾
臨
:
・
:
港
獄
王
庭

と
い
ふ
文
句
が
見
ゑ
る
。

鞘
輯
と
い
ふ
名
の
車
は
、
旬
奴
に
の
み
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

支
却
に
も
あ
っ
て
ベ
量
子
備
城
門
篇
」
や

「
孫
子
謀
攻
篇
註
」

等
に
よ
る
と
、
と
れ
は
古
代
の
支
那
人
が
城
壁
を
破
る
の
に
刷

後

ひ
た
丘
(
車
に
外
・
な
ら
な
い
。

文
献
の
悦
除
は
、
鞘
轍
な
る
語
が
元
来
旬
奴
諾
の
一
Z

日
課
な
の

で
あ
る
か
、
本
来
漢
語
た
の
で
あ
る
か
、
勝
叉
旬
奴
の
輔
轍
と

支
却
の
鞘
輯
と
が
全
然
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ

れ
ら
の
と
と
に
閲
し
て
は
、
充
分
の
解
決
・
を
血
(
へ
て
は
央
れ
友

ν、。
然
し
乍
ら
、
楊
雄
の
長
暢
賦
を
信
や
る
限
り
、
首
時
旬
奴
に

は
鞘
輯
な
る
車
が
あ
っ
た
と
と
は
認
め
ね
ば
え
な
ら
な
い
。
さ
う

し
て
際
的
の

「
輔
輔
、
旬
奴
草
也
」
と
い

ふ
註
楳
や
、
服
度
の

輔
輔
、
百
二
十
歩
兵
車
、
或
可
庭
蕗

と
い

ふ
註
緯
や
、
ま
た
後
世
旬
奴
に
代
っ
て
蒙
古
に
繁
栄
し
た

並

智

弘

宥

鮮
出
十
拓
蹴
氏
や
儒
儒
に
於
い
て
の
と
の
輔
報
車
の
使
用
拡
態
等

を
参
照
す
る
紅
ら
ば
、
五
日
々
は
旬
奴
の
鞍
輔
が
鞍
闘
に
堪
ゆ
る

堅
牢
な
車
輪
と
、
風
雨
矢
石
を
防
ぐ
に
足
る
頑
丈
さ
と
、
人
の

起
臥
が
白
山
に
出
来
る
成
さ
を
も
っ
た
屋
根
覆
ひ
か
ら
出
来
上

っ
た
重
量
の
率
惜
を
有
し
、
そ
の
震
に
恐
ら
く
月
氏
の
車
と
同

様
に
、
多
数
の
牛
を
以
て
来
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う

私

宥

』

宥

革

宥

と
と
が
想
像
さ
れ
る
。
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?
ま
に
組
籾
草
な
る
も
の
め
り
。
後
世
張
革
に
用
ゆ
る
色
、
元
来
開

閉
に
よ

b
て
滋
涼
h
z
剥
節
し
待
る
慾
を
倣

へ
し
起
臥
し
得
る
族
行
用

大
牟
で
あ
つ

に
o
H
ん
か
ら
本
始
皇
が
法
行
中
崩
御
し
に
と
き
近
臣
蓬

は
そ
の
屍
を
こ
れ
に
減
せ
て
緩
行
を
つ
Y
げ
、
生
げ
る
人
の
如
〈
袋

は
う
に
の
で
あ
る
。

神
特
鮮
由
ヰ
拓
政
族
に
は
「
刺
草
」
と
い

つ
に
車
上
・の
洞
や
二
十
人
莱

の

「剛
山
蜂
行
敗
」
す
ら
布

つ
に
。
拓
政
訟
は
何
奴
赫
遮
の
軍
と
職
ム

七
時
.
後
世
の
蒙
古
部
の
キ

ユ
リ

エ
ン
の
如
〈
車
を
連
ね
て
方
容
と

し
‘
職
ひ
進
ん
，
に
と
い

ふ
。
拓
政
制
(
明
元
市
市
)
は
‘
劉
義
符
の
虎
竿

械
を
攻
h
u
る
に
、
妓
中
の
水
を
絶
つ
べ
〈
披
外
の
河
に
艇
を
連
ね
、

そ
の
上
に
「
新
組
」
を
置
い
て
、
城
兵
が
河
に
水
e
T
放
h
U
ぞ
待
ゴ
ら



し
め
に
。
ま
に
鱗
嬬
族
の
玉
阿
那
竣
は
、
北
貌
の
使
者
一冗
字
を
抑
留

し
、
こ
れ
ぞ
「
聴
率
」
に
載
せ
て
北
走
し
七
。
韓
車
と
は
蛾
砲
と
同

様
の
も
の
で
あ
ら
う
。
同
阿
那
壊
は
元
学
が
貌
の
宗
室
で
あ
る
の
を

知
っ
て
、
こ
れ
を
人
質
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
に
一
方
こ
れ
金
象

待
し
、
行
宜
置
と
し
て
推
載
し
起
臥
の
自
由
な
験
強
に
載
せ
沼
肉
を
米

じ
て
優
待
し
七
の
で
あ
る
。

特
持
特
外
家
「
ノ
イ
レ
ウ
ラ
古
墳
」
に
後
見
さ
れ
た
多
〈
の
何
奴
の

遺
物
中
に
見
出
さ
れ
た
草
の
残
片
は
、
こ
の
豆
大
な
断
租
車
を
似
ぷ

よ
す
が
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
出
土口
川
は
恐
ら
〈
倒
奴
の
玉
伎
が
他

の
多
〈
の
賞
品
と
同
様
挺
廷
よ
り
贈
ら
れ
に
も
の
で
あ
ら
う
。
漢
書

何
奴
体
等
を
検
す
る
と
、
淡
か
ら
旬
以
に
屡
4

安
寧
を
贈
っ
七
例
が

あ
る
。
安
専
は
考
工
記
や
漢
-V
品開

・
説
牧
貌
害
等
に
よ
れ
ば
玉
后
の

梁
で
め
る
。
単
子
や
旬
奴
玉
侠
等
は
こ
れ
ら
の
其
腕
帆
巧
美
鹿
な
る
支

那
の
草
を
珍
重
し
て
噴
怒
に
副
葬
す
る
に
歪
つ
に
の
で
あ
ら
う
。

と

い
ふ
や
う
な
こ
と
も
充
分
想
像
さ
れ
や
う
。

3 
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旬
以
人
は
、
斯
様
反
大
き
い
積
輔
車
の
外
に
、
た
ほ
数
一
回
の

崎
に
よ
っ
て
筆
か
れ
る
軽
快
友
乗
用
馬
車
友
も
有
っ
て
ゐ
た

が
、
然
し
彼
等
が
西
暦
四

・
五
世
紀
の
頃
に
蒙
古
に
繁
栄
し
た

チ

ユ

ル

ク

義

勅
勤
族
と
同
様
に
、
路
蛇
で
ひ
く
車
を
も
、
既
に
蛍
時
有
っ
て

ゐ
た
か
ど
う
か
と
い
ふ
勤
に
た
る
と
甚
だ
明
詮
が
無
い
。

も
っ
と
も
酪
貯
ば
、
古
く
か
ら
駄
蹴
と
し
て
、
蒙
古
の
古
住

民
達
が
と
れ
を
飼
畜
、し
て
ゐ
た
と
と
は
川
史
記
漠
番
の
旬
奴
俸

の
各
所
の
記
事
に
散
見
す
る
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
「
競

馬
」
と
「
闘
騎
肱
」
を
祭
躍
の
最
大
行
事
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

就
に
西
暦
前
問

、
五
世
紀
以
後
の
支
那
人
達
も
、
と
の
騎
蛇

を
ば
葉
信
・
葉
蛇
・
騎
舵
等
々
と
記
し
て
、
蒙
古
方
面
よ
り
輪

場

発

入
す
べ
き
重
要
怒
る
畜
産
の
一
日
仏
教
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

兎
に
角
、
勝
舵
は
蒙
古
方
面
に
於
い
て
昔
時
既
に
重
要
な
運

搬
献
と
し
て
飼
畜
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、
か
の
郵
支
向
車
子
が
蒙

古
を
去
う
て
タ
一
フ
ス
河
畔
に
移
動
し
た
際
に
も
「
数
千
匹
の
胎

舵
と
聴
馬
が
使
役
さ
れ
た
」
と
記
銘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

彼
等
が
馬
車
を
使
用
し
で
ゐ
た
と
と
は
、
嘗
て
胃
頓
軍
子
が
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東
ト
ル
キ
ス
ク
ン
の
諸
閣
の
征
討
を
完
成
し
た
と
と
を
、
撲
の

女
帝
に
誇
示
通
告
し
た
際
、
そ
の
使
者
係
摩
謹
紅
る
も
の
在
し

て
騎
舵

一
・
騎
馬
二
・
駕
ご
刷
を
文
帝
に
贈
ら
し
め
た
と
と
に
よ

つ
で
も
明
で
あ
る
。
顔
師
古
も
註
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
駕
は
馬

車
の
と
と
で
あ
り
、
二
胸
は
馬
車
牽
引
を
調
敬
さ
れ
た
八
頭
の

馬
に
外
た
ら
な
い
。

ま
た
漢
の
大
将
軍
街
背
が
、
外
蒙
古
に
旬
奴
を
念
盟
し
た
際
、

伊
稼
斜
原
子
は
、
「
六
一
蹴
」
に
乗
じ
批
騎
数
百
を
従
へ
て
遁
走

し
た
と
漢
書
獲
去
病
俸
は
記
録
し
て
ゐ
る
が
、
と
の
「
六
菰
」
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と
は
六
頭
の
菰
(
馬
牝

・
臓
牡
聞
に
生
ぜ
し
強
馬
〉

の
曳
く
快

漣
の
馬
車
の
と
と
に
相
迩
な
い
と
思
は
れ
る
。

チ
勅
判
族
は
そ
の
車
輸
の
高
大
(
札
つ
瓶
数
至
っ
て
多
き
)
よ
り
砕
同
時

一
丸
那
人
よ
り
高
車
族
と
柑
仰
せ
ら
れ
に
。
そ
の
車
は
類
族
突
阪
と
同
様

毛
布
を
厳
根
と
せ
る
所
制
「
浜
市
中
」
が
多
か
っ
た
と
思
は
れ
る
o
而

し
て
北
軸
酬
の
軍
隊
が
こ
の
族
と
の
一
度
の
戦
闘
で
二
十
館
市
内
乗
の
官
向

車
な
闘
獲
し
仁
科
、
彼
等
は
多
数
の
事
含
有
し
て
ゐ
亡
。
イ
エ
エ
セ

イ
河
畔
の
岸
川
鉱
に
獲
見
さ
れ
七
一
一
群
の
狩
級
生
活
を
刻
せ
る
闘
は
彼

等
の
彫
刻
せ
る
・
も
の
で
、
そ
の
巾
に
は
勝
舵
事
と
路
線
が
見
え
て
ゐ

る
。
(
文
末
カ
ッ
ト
参
照
)

長
後
間
部
古
の
脈
駐
は
所
初
双
ぽ
常
駐
で
あ
る
。
彼
等
は
四
五
百
剥
皮
ぞ

搬
ぷ
。
四
方
の
m

早
峯
舵
も
古
代
に
於
て
蒙
古
に
稔
入
さ
れ
て
ゐ
に
こ

と
は
ズ
献
や
泣
物
の
上
か
ら
恕
像
さ
れ
る
。
隣
舵
が
、
西
国
防
前
数
世

紀
の
古
に
既
に
支
那
人
に
ま
で
知
ら
れ
て
ゐ
仁
こ
と
は
1

「
山
海
経
」

中
、
職
凶
時
代
人
の
補
記
と
思
は
れ
る
僚
に
、「
蒙
舵
義
行
流
沙
中
、
日

一一一
青
虫
、
負
千
斤
」
と
あ
り
、
ま
に
「
史
記
」
蘇
務
停
に
「
蘇
務
設

楚
威
主
日
、
大
王
誠
能
用
民
之
怨
計
、
則
燕
代
表
舵
良
馬
必
貨
外
厩
」

と
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
vo
解
か
る
o

「
臨
銭
論
」
に
は
漢
と
旬
奴

と
の
開
市
交
易
を
設
い
て
、
漢
の
儲
少
な
る
紛
に
よ
っ
て
何
奴
の
腿

螺
勝
舵
の
如
き
高
金
の
良
者
の
除
縦
入
塞
す
る
の
利
を
云
っ
て
ゐ
石
。

4 

漢
書
西
域
停
の
記
載
か
ら
推
す
に
、
旬
奴
に
も
後
世
蒙
古
の

牌
札
と
同
様
の
制
度
が
あ
っ
て
「
軍
子
の
-
信
」
を
有
す
る
使

者
は
自
由
に
食
絹

・
車
腐
を
詮
，
弐
の
地
方
か
ら
得
て
放
を
つ
ど

け
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
軍
隊
の
移
動
は
さ
う
簡
践
に
は
ゆ
か
な

か
っ
た
。

旬
奴
の
一
筆
閣
は
数
千
騎
乃
至
一
高
騎
を
以
て
組
織
さ
れ
て

ゐ
た
が
、
漢
に
封
す
る
と
き
は
常
に
二
十
或
は
三
十
に
濯
す
る

事
国
が
動
員
さ
れ
た
。
従
っ
て
と
の
数
十前向
の
騎
兵
軍
を
保
持

す
る
鞘
重
は
彩
し
い
量
に
上
っ
た
。
漢
書
は
と
れ
ら
を

「
胡
鞘

払

宥

情

霊
」
と
か
叉

「
車
輪
」
な
ど
L
記
し
て
ゐ
る
。

食
用
及
び
搬
献
と
し
て
の
牛
羊
馬
賂
舵
の
畜
群
と
上
述
の
如

品

守

勢

勢

き
旬
奴
の
車
群
と
が
、
格
樽
と
し
て
ゴ
ビ
を
南
下
し
来
っ
た
首

時
の
有
様
が
如
何
に
批
翻
で
あ
っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

勿
論
、
漢
の
征
蒙
一
棋
は
と
れ
に
も
ま
し
て
大
規
模
の
鞘
重
で
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あ
っ
た
。
武
帝
の
時
、
試
帥
将
軍
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
パ
ミ

ル
を
越
え
て
フ
ヱ
ル
ガ
ナ
の
大
宛
を
攻
め
た
時
は
‘
ホ
チ
肢
利
停

に
よ
れ
ば
、
牛
十
高
、
馬
三
高
、
臨
及
防
防
高
齢
を
接
し
た
の

で
あ
る
が
、
昔
時
頻
々
と
行
は
れ
た
外
蒙
へ
の
旬
奴
遠
征
に
も

略
主
と
れ
に
近
い
も
の
を
動
か
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

た
い
ゐ
騎
馬
用
に
す
ら
馬
に
不
足
勝
ち
で
あ
っ
た
首
時
の
漠
に
於

い
て
は
ぺ
此
u

胞
に
あ
げ
た
数
字
の
上
か
ら
も
、
ま
た
旬
奴
停
に

記
録
さ
れ
て
ゐ
る
将
軍
艦
尤
の
旬
奴
遠
征
の
勝
重
に
つ
い
て
の



説
明
か
ら
見
て
も
解
る
や
う
に
専
ら
車
蹄
運
轄
に
は
牛
を
以
て

し
た
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
車
教
は
極
め
て
多
か
っ
た
も

の
L
如
く
で
あ
る
。
持
軍
李
陵
が
外
蒙
古
に
出
で
t
A

旬
奴
と
鞍

っ
た
と
き
、
そ
の
軍
中
の
兵
卒
は
多
く
婦
女
を
車
中
に
匿
し
伴

ぴ
士
気
弛
慶
し
て
ゐ
た
の
で
、
陵
は
と
れ
を
捜
得
し
て
皆
斬
っ

た
と
記
鈍
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
の
草
の
中
に
は
精
食
を
迩
ぶ

テ
ゲ
b
y
マ

の
み
で
た
く
、
負
傷
兵
を
載
す
る
輩
や
兵
営
と
な
す
大
草
や
、

環
就
に
連
ね
て
盤
問
即
と
注
し
得
る
や
う
特
に
頑
丈
に
治
ら
れ
た

「
武
剛
率
」
と
揺
す
る
兵
車
等
が
多
敢
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
。
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詩
文
字
を
有
せ
宇
「
刻
木

・
谷
衣
」
し
て
信
と
し
た
何
奴
族
の
此
の

「
間
半
子
の

一
信
」
は
、
恐
ら
く
唐
代
の
家
古
制
湖
放
突
販
の
『
兵
馬
を

微
獲
し
、
雑
奮
を
科
秘
す
る
に
は
、
木
を
刻
し
℃
数
を
示
し
、
之
に

一
の
金
鍬
箭
の
酬
明
封
し
て
印
せ
る
も
の
を
添
へ
て
信
と
し
た
』
と
い

ふ
も
の
に
類
似
し
七
も
の
で
あ
つ
に
ら
う
。
中
央
に
刀
引
致
す
る
閑
人

の
如
き
も
、
部
幣
よ
り
部
落
に
「
体
怠
」
し
て
草
子
一
院
に
致
し
七
こ

と
は
、
張
待
の
捕
縛
の
際
の
都
賀
か
ら
も
知
ら
れ
る
O

A

市
街
を
沼
長

の
告
知
の
印
と
し
に
の
は
、
骨
同
時
一
般
の
風
習
ら
し
く
、
陀
務
(
チ

ベ
ッ
ト
)
族
は
、
銭
箭

・
金
箭
'T
用
ひ
た
と
い
は
れ
る
O

A

問
、
こ
の

吐
審
旋
は
食
時
百
庇
里
毎
に
「
一
際
」
を
置
い
て
ゐ
に
と
記
脱
却
さ
れ

て
ゐ
る
(
唐
金
要
)
。

崩事古
に
於
い
て
車
馬
に
よ
&
長
会
の
波
行
が
、
古
〈
よ
り
後
遺
し

て
ゐ
た
の
は
、
地
勢
の
一
や
僚
が
上
速
の
如
き
宿
合
衆
用
の
車
を
蹴
る

に
甚
だ
使
で
あ
っ
た
か
ら
の
み
で
な
〈
、
そ
の
筆
引
・
鱗
乗
の
馬
の

食
料
、が
野
草
に
て
足
り
「
菜
食
」
を
要
し
な
か
っ
た
こ
と
に
負
'
ヲ
て

ゐ
る
。
「
盟
織
論
」
論
功
鴛
や

「
東
淑
記
」
馬
防
侮
等
に
よ
る
と
、
来

穀
を
必
要
と
す
る
支
那
馬
を
卒
ゐ
た
漢
の
従
蒙
軍
と
、
こ
の
菜
食
せ

ぬ
家
古
馬
を
も
っ
た
何
奴
と
は
、
首
時
の
曲
部
古
高
原
h
z
舞
護
と
し
た

成
大
な
地
域
に
於
げ
る
戦
争
に
於
い
て
、
拠
だ
し
い
交
遇
上
の
ハ
ン

デ
キ
ャ
ッ
プ
を
驚
ら
さ
れ
て
ゐ
に
ゃ
う
で
あ
る
。

各調

漢
詩
句
加
均
体
寝
去
病
体
等
品世間…
。山
川
そ
の
官
中
断
に
は
燈
株
の
外
、

に
、
そ
の
牛
町
内
羊
を
位
話
す
る
婦
女
が
起
居
し
、
ま
た
負
傷
者
死
者

捕
勝
等
が
牧
森
さ
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
後
位
の
家
古
人
や
他
の

多
〈
の
遊
牧
民
族
と
同
様
、
何
奴
の
婦
女
子

b
亦
軍
陣
や
長
途
の
徴

税
族
行
等
に
参
加
し
仁
。
胃
頓
の
白
登
攻
閣
に
於
け
る
閥
氏
の
後
言
、

部
支
の
多
頼
妓
に
お
り
る
関
氏
の
説
明
戦
は
有
名
で
あ
る
。

な
は
彼
等
は
漢
婚
李
僚
を
捕
へ
た
時
の
如
〈
、
重
傷
者
の
生
じ
て

こ
れ
を
牧
ん容
す
べ
き
革
輔
の
無
い
場
合
は
、
一
一
局
を
並
絡
し
て
其
間

を
ペ
ツ
ド
の
如
〈
し
て
淫
般
す
る
方
法
を
と
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

経
柑
一
脅
脅
叶
川
時
の
曲
部
古
交
活
路
線
に
つ
い
て
は
‘

3
0『
・
〉
恒
常
『

E
E
P

U
一
。
。
o
F
二
2

N
旦
5
F巾
『
品
目
門
司
己
ロ
ロ
日
ロ
7
2
5
n
y伊
野
・
に
梢
キ
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
平
時
に
は
漢
と
の
「
合
市
'
一

の
傍
に
間
半
子

以
下
多
数
の
入
者
車
輔
が
こ
の
路
を
佐
山
返
し
た
の
で
あ
る
。
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5 

斯
様
た
大
軍
閣
や
車
輔
の
移
動
は
必
然
的
に
蒙
古
に
ゐ
け
る

橋
梁
の
架
設
を
促
準
し
た
。
た
ど
文
献
の
上
に
見
ゆ
る
古
代
蒙
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古
の
橋
梁
は
、
総
て
軍
事
上
の
必
要
か
ら
の
み
架
設
せ
ら
れ
た

る
も
の

L
如
く
で
あ
る
。

す
た
は
ち
西
暦
前
二
一
九
年
、
漢
の
将
軍
街
背
が
、
内
蒙
古

包
頭
五
原
方
両
氏
旬
奴
族
を
遠
征
し
た
時
、
黄
河
の
源
流
北
河

に
仰
木
け
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
れ
は
漢
書
街
背
俸
に
、

の
遠
征
を
賞
せ
る
武
帝
の
詔
勅
を
載
せ
て
、
「
港
西
定
河
南
地
、

集
檎
結
議
選
、
紹
梓
い
筒
、
梁
北
河
〔
如
淳
日
絶
皮
也
居
仙
北
河
作
橋
梁

也
〕
‘
討
蒲
泥
、
破
符
離
〔
普
灼
日
浦
泥
初
勝
、
二
王
統
也
〕
」
と
あ
る

も
の
だ
が
、
又
別
に
、
旬
奴
自
身
が
外
蒙
に
於
て
橋
を
作
っ
た

事
例
も
あ
る
。

と
れ
は
漢
の
始
元
六
年
(
西
暦
前
八
ご
に
、
時
の
旬
奴
原
子
霊

前
提
が
、
漢
に
一
辺
い
内
蒙
古
の
敵
肱
及
び
受
降
城
の
二
地
方
に

多
数
の
人
民
及
び
軍
隊
を
屯
せ
し
め
た
が
、
滋
箪
の
襲
来
あ
る

場
合
、
念
速
に
退
却
し
得
る
や
う
余
吾
水
(
今
の
オ
ン
ギ
ン
河
?

に
橋
を
架
設
し
た
と
い
ふ
漢
書
旬
奴
停
の
明
記
に
よ
っ
て
も
知

ら
れ
る
。

旬
奴
の
橋
が
如
何
な
る
規
模
構
造
で
あ
っ
た
か
、

と
れ
は
今

日
知
る
と
と
が
で
き
た
い
が
、
と
れ
去
り
数
世
紀
の
後
の
吐
谷

揮
族
の
橋
「
河
腐
」
は

長
百
五
十
歩
、
雨
岸
晶
一石
作
基
陛
、
節
節
相
次
、
大
木
従

横
夏
鎖
、

盤
雨
趨
倶
平
、

相
去
三
丈
、

並
大
材
、

以
板
慌

次
之
〔
段
閤
沙
洲
記
〕

と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
賞
時
弱
者
間
(
今
の
東
ト

ル

キ
λ

タ
ン
・カ

一フ
シ
ヤ
ー
ル
)
に
は

と

班
超
討
持
者
。
詰
寄
閤
有
葦
橋
之
除
。
持
活
百
五
肢
乃
絶
橋
、

不
欲
令
滋
箪
入
園
、
超
一
史
従
他
道
、
波
〔
来
観
漢
記
】

と
る
る
や
う
な
索
橋
が
あ
っ
た
。
向
車
子
が
余
五
口
水
に
架
し
た
橋

が
、
来
し
て
日
正
等
と
類
似
の
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
然
し
そ
の
架
橋
の
目
的
か
ら
見
て
も
、
少

tと
も
そ

れ
が
彼
等
の
大
車
と
騎
兵
の
群
の
通
過
に
耐
ゆ
る
堅
牢
な
も
の
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で
る
っ
た
で
あ
ら
う
と
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。

な
ほ
南
旬
奴
俸
は
北
旬
奴
が
嘗
て
黄
河
を
渡
っ
て
オ
ル
ド
ス

の
同
族
を
仲
ひ
去
る
べ
く

「
馬
車
舶
」
な
る
も
の
を
諮
っ
た
と

と
を
体
へ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
と
れ
は
、
他
の
多
く
の
遊
牧
民
族

が
所
有
し
て
ゐ
た
、
且
つ
現
有
も
し
て
ゐ
る
と
同
様
に
馬
の
皮

革
を
以
て
「
浮
袋
」
と
な
し
、
と
れ
を
連
ね
て
舶
と
し
た
も
の

品
宵

で
b
ら
う
。

持
甘
剰
に
於
い
て
、
柑
快
勝
郵
訓
が
発
(
タ
ン
グ
l

ト
)
を
討
っ
た
時

の

「
縫
草
係
船
、
置
於
箪
上
、
以
渡
河
、
掩
政
務
発
」
(
東
糠
記
)
も

こ
の
瓜
容
を
採
つ
に
も
の
で
あ
ら
う
。
革
船
は
柔
軟
な
る
然
、
蒙
古



甘
織
の
念
峻
岩
石
の
川
に
於
い
て
便
利
で
あ
つ
に
と
思
ぽ
.し
〈
、
時

唐
の
頃
の
甘
粛
の
事
情
と
考
へ
ら
れ
る
が
「
溢
水
淡
念
而
多
峻
石
、

土
人
以
牛
皮
膚
崎
船
、
方
沙
津
淡
」
〔
十
逝
記
〕
と
あ
る
。
唐
代
の
室
掌

東
女
族
等
も
草
船
b
z
m
ひ
た
?
と
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
。

現
在
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
土
人
は
-
ツ
ル
ス
ク
」
と
稀
し
て
山
羊
の
背
中

袋
を
用
ゆ
る
。
二
三
封
皮
の
重
長
で
空
気
を
抜
げ
ば
上
着
の
下
に
充

分
戒
へ
る
o
浮
と
し
て
使
ふ
に
は
一
例
で
足
り
る
が
、
舟
と
し
て
用

ゆ
る
に
は
一
入
に
つ
き
六
側
、
六
人
を
載
せ
る
に
十
二
個
を
筏
に
連

結
す
る
必
要
が
あ
る
。

6 

輔
輔
が

E
大
で
堅
牢
で
る
っ
た
と
と
は
既
に
述
ペ
た
が
、
旬

奴
の
寧
は
す
べ
て
、
原
野
の
馳
駆
と
結
え
聞
な
き
民
族
聞
の
鞍

闘
に
遁
服
す
べ
く
素
朴
で
堅
牢
で
あ
っ
た
。

「
瞳
織
論
」
に
は

夫
旬
奴
之
車
器
、
無
銀
賞
綿
染
之
飾
、
素
成
而
務
堅
、
無

棺
樟
曲
襟
之
制
、
観
成
而
務
完

と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
ス
キ
タ
イ
人
の
そ
れ
と
同
様
に
頑
丈
粗

野
そ
の
も
の
で
る
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
(
題
上
カ
ッ
ト
参
照
)

旬
奴
が
蒙
古
の
地
を
去
っ
て
、
敵
融
巴
に
フ
ン
と
し
て
現
は

20.] 

れ
た
時
、
彼
等
は
矢
張
り
多
数
の
車
を
従
へ
て
ゐ
た
。

首
時
の
ロ

1
7
の
史
家
建
時
、
彼
等
フ
ン
が
、
平
野
の
上
、

森
林
の
中
を
俳
佃
ず
る
問
、
そ
の
妻
子
を
荷
車
乃
至
小
車
上
の

天
幕
の
中
に
捜
し
て
置
く
と
か
、
ま
た
宮

E
Z
R
原
野
の
合

戦
に
西
ゴ

l
ト
玉
、
同
，

Z
号
g
o
E
が
フ
ン
の
車
の
聞
に
陥
っ
て

危
く
鞍
死
し
か
け
た
と
い
ふ
事
件
を
体
へ
て
ゐ
る
。

漢
書
旬
奴
停
は
烏
珠
留
鏡
子
の
言
と
し
て
、
旬
奴
西
謹
の
諸

ハ
オ
ン
ゲ
E

ト
?
V

侯
は
組
て
旬
奴
温
偶
除
王
の
管
地
た
る
今
の
甘
粛
中
央
部
北

謹
の
地
方
の
山
か
ら
出
る
木
材
を
以
て
そ
の
号
腐
と

「
車
」
を

製
作
し
た
と
と
を
記
録
し
て
ゐ
る
。
歓
洲
の
地
を
蝶
摘
し
た
フ

ン
の
背
中
に
も
、
ど
う
や
ら
と
の
東
洋
甘
粛
の
木
材
で
出
来
て
ゐ

た
の
が
、
少
く
・
な
か
っ
た
い乃う
と
い
ふ
と
と
は
、
全
く
愉
快
な
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話
で
は
・
な
か
ら
う
か
。

罪
人
の
足
を
車
輪
合
以
て
機
叶
僻
す
る
残
酷
な
何
奴
の
刑
罰
の
こ
と

や
、
契
丹
の
先
制
や
瞭
嵯
が
背
中
の
使
用
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、

そ
の
後
の
商
事
古
諸
族
同
悌
族
の
カ
ン
グ
リ
、
蒙
古
都
の
テ
ル
ゲ

y
等

に
つ
い
て
も
勿
論
、
叙
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
が
、

A
7
は
割
愛
す
る
。

〔
カ
ッ
ト
は
ス

キ
タ
イ
旋
の
車
(
土
偶
)
と
、
ィ
ェ
=
セ
イ
岩
盤
彫
刻

中
の
勅
物
族
の
馬
犠
と
勝
従
軍
〕


